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を 313.15 K において測定した。混合物の臨界点での飽和点を露点沸点圧力法により測定し、モル容積と組成を直線
近似して飽和気相点を求める測定法を提案した。測定結果は、剛体球摂動型擬三次式及び SRK 式で相関した。
第 2 章では、超臨界二酸化炭素中での 313.15 K におけるメタノールと 308.15 K におけるエタノールの無限希釈部
分モル容積を 7'"'"'10MPa で測定し、データが不足している混合系の熱力学データに知見を与えた。測定結果は、 SRK
式で相関した。
第 3 章では、二酸化炭素の海底固定化プロセス設計時に必要となる二酸化炭素と水混合物の飽和密度と各純物質の
密度を 304.1 K において 10MPa まで測定した。臨界点近傍において、気液、液液、気液液の相分離挙動が観察され
た。

























離現象を回避することが第 7 章で検討されている。既存のデ、イーゼルエンジンには THF 添加が最も優れた性能を示
すことを明らかにしている。
以上のように本研究は、脈々と続く相平衡関係の地道な測定実験手法を改良・継承しているという意味で高い評価
を与えたい。また本論文は、広い意味の相平衡関係を利用した化学工学的応用技術の開発にとって極めて重要な基礎
情報を与えるものである。よって、博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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